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工事概要

受注方式 設計施工一貫
建設地 愛知県
主要用途 事務所
設計期間 2019年11月～2021年9月（23か月）
工事期間  2021年10月～2024年3月（30か月）
階数 地上16階、棟屋1階
主体構造 RC造、S造
敷地面積   4,821㎡
建築面積   3,318㎡
延床面積 47,633㎡
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作業体制

BIMの作業体制（施工中）
現場BIM担当者1名、支援部署2名

AM-BIMの作業体制（竣工後）
本社BIM部署3名

設計期間 施工期間 情報追加 資産計上
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BIM運用

資産管理に必用な、建築、設備、什器・家具など、全てRevitで作成
※建築データは施工BIMデータをほぼそのまま活用

BIMから抽出した情報から固定資産台帳を作成

BIMをマスターデータとして、今後の資産管理に活用

【ポイント】維持管理用BIMを作らない
設計BIM、施工BIMのデータを原則そのまま利用できる
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使用したBIMツール・CDEツール

BIMツール：Revit

CDEツール：ACC DOCS ＋ ACC Tandem

※ネイティブのOne Dataでなければ実現できない仕組みです
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取組みの概要

◼ BIMをマスターデータとして扱い、資産管理等に活用
◼ 改修工事等で建物情報が変わる時、BIMデータの修正が各種台帳と連携

Master Data（BIM）

資産管理台帳 設備管理台帳 …………資産管理台帳 設備管理台帳

これまでは個別に帳票を作成

作業 作業

作業

BIMを中心とした維持管理



6

取組みの概要
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取組みの概要（ワークフロー）

設計BIM 施工BIM 情報追加
アセット
モデル

台帳類

BIMデータのクレンジング
情報追加（原価、起算日等）

（必要に応じ）設備情報のなぞり
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Facility Data Hub

11月19日 読売新聞 11月21日 当社プレス発表
固定資産管理サービス「Shimz One BIM （プラス）」を提供

Autodesk University2025
Expo Theater 出展予定です
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取組みの効果

固定資産計上の効率化：50％
※これまでの手作業とBIMを用いた作業を比較

資産管理の効率化（今後計測）
※改修や家具の更新等で、図面を更新する作業は必ず行われる
この作業をBIMで行う事で、資産管理台帳、設備管理台帳等が
自動で更新される為、台帳作成業務そのものを効率化することが可能



10

成功要因と工夫点

成功要因：BMを対象としない

Facility Management

Asset Management

Property Management

Building Management

資産運用

資産把握

経営

施設運用

施設管理

日常管理
安く「やらせる」対象

→ デジタル投資の対象になりにくい

BIMはあまり必用ない

建物の正確な情報を必要とする
マスターデータ（BIM）が有効

AMの情報を元に、資産を有効的に活用
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次回改善点

【課題】設備サブコンのデータ活用ができない
今回の取組はRevitデータである必要がある。
また、日本の設備IFCがガラパゴス化しており、将来の活用も難しい

現状、RevitMEPでなぞって活用

【今後】CAFMの活用
Eputraを用いた高度な資産管理
Epturaを用いたスペース管理
（既存本社ビルで構築中）
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